
別紙１
企画提案書　記載要領

『平成２７年度交通運輸技術開発推進制度における「（研究課題名）」』
企画提案書
	提 案 者 氏 名
	

	所属機関
部署及び役職名
	

	所在地
	〒



	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	Ｅ－ｍａｉｌ
	


研究実施にあたっての基本方針・考え方

「企画競争実施の公示」「説明書」等を十分に理解した上で、提案主体として、実施の目的及び実施にあたっての基本方針・考え方を整理し、記述してください。
業務実施内容
以下の各項目について、下記事項を具体的に記載してください。

· 実施方針・方法

· 期待される成果

· その他、業務の効果を上げるための配慮・工夫等

１）○○○
２）○○○

（項目については、交通運輸技術開発推進制度のホームページにて、研究課題ごとの記載様式を参照してください。）
研究実施体制
１．グループ研究の必要性


２．実施体系図


　　　　　　　　　　　　　＊１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記載例）




研究実施フローチャート

記載例）　この例はあくまでも参考ですので、これにとらわれず自由に作成して下さい。










研究課題の予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

	経　　費　　見　　込　　額
	総計
	13.00

	
	直接経費
	10.00

	
	物品費

　設備備品費

（内容）

　　（例）〇〇装置
　消耗品費

（内容）

　　（例）〇〇装置
人件費・謝金
　人件費

　謝金
旅費

その他（内訳）

　　印刷製本費

    会議費

　　通信運搬費

　　光熱水料

　　特許関連経費

　　外注費※
　　
	3.00

2.00

2.00

1.00

1.00

3.00

2.00

1.00
4.00

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50
1.50

	
	間接経費（直接経費の３０%相当）
	3.00


（注）
・研究開発全体の所要経費及び項目ごとの所要経費について、見込額を記述してください。

・間接経費は、直接経費の３０％相当で計上することになります。千円単位を切り捨て、万円単位で記載願います（少数第2位まで記載）。
※外注費を計上する場合には、以下に概要を示してください。

	外注する内容：○○に関する解析
	予算額：○.○○百万円

	外注内容：○○○


※主な機器設備、プログラムソフトの購入費及びプログラムソフトの開発費については、予定金額が１００万円以上（間接経費を含まない）の場合、品名、仕様、用途及び予定金額を記入して下さい。

　（複数ある場合は表をコピーして記入して下さい）
	品　　名
	

	仕　　様
	

	用　　途
	


	予定金額（百万円）
	


※各個別機関毎の予算において、人件費が直接経費の総額で５０％を超える場合は、詳細な理由を記述して下さい。

研究者の経歴等
	ふ　り　が　な
研究者氏名
	

	所属機関
及び役職名
	

	生年月日
	（西暦）
	研究者

番　号注２
	

	専門分野注３
	

	学　位
	機関名
	
	取得年
	

	
	学　位
	
	専　攻
	

	研究経歴注４
	年　月
	職　　名
	研　　究　　歴

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	発表論文等注５
	　　著　者
	　発表論文・著書名
	掲載誌・巻号等
	発表年月

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	受賞歴

・表彰歴
	


平成27年度における他の競争的資金制度、補助金等からの助成の有無

（財団法人の研究助成事業等、国以外が行っている助成制度も含む。また、現在応募中及び応募予定の課題についても記載すること。）

	研究制度名
	研究開発課題名
	研究資金の額

（単位：百万円）
	研究期間
	ｴﾌｫｰﾄ

	○○制度

（△△省）　
△△制度

（□□省）

	○○に関する研究開発
△△に関する研究開発
（応募中）
	△△
□□
	Ｈ○○～Ｈ○○
Ｈ○○～Ｈ○○
	３０％
２０％



本研究開発課題に対するエフォート：

	エフォート（％）

	



注１：本用紙はｅ－Ｒａｄ応募基本情報の【研究組織情報】に記載した研究者全員分を作成してください。

注２：研究者番号は、ｅ－Ｒａｄの登録番号を記載してください。
注３：専門分野は、できるだけ詳細に記載して下さい。（例：土木工学－海洋水理学－波動数値解析）

注４：研究経歴については、これまで研究されてきた事項を記入するとともに、事項毎に、主な成果について記入して下さい。

注５：最近５カ年間の主な研究論文及び著書について、発表論文・著書名、掲載誌・巻号、発表年等を、記入して下さい。研究経歴及び発表論文リストは適宜記入欄を追加して、できる限り詳しく記載して下さい。
平成　年　月　日
共同研究実施届
国土交通省　様
平成○年○月○日付公示の「◆◆◆」の企画競争の実施に関し、○○は、○○を研究代表者として、○○、○○及び○○と共同して、責任をもって業務の遂行にあたりますことを届け出ます。
研究代表者（又は構成員）　住所　　　　　　
　　　　機関名　　　　　
　　　　代表者　氏名　印
注）研究代表者、構成員とも提出して下さい。

共同研究体協定書
（目的）
第１条 当該共同研究体は、国土交通省総合政策局に係る「○○○○研究」（以下「○○研究」という。）を共同連帯して行うことを目的とする。
（名称）
第２条 当共同研究体は、○○共同研究体（以下「共同体」という。）と称する。
（事務所の所在地）
第３条 共同体は、事務所を○○市○○町○○番地に置く。
（成立の時期及び解散の時期）
第４条 共同体は、平成　年 月 日に成立し、○○研究の契約の履行後３ヶ月を経過するまでの間は解散することが出来ない。
２ ○○研究の契約を締結することができなかったときは、共同体は、前項の規定にかかわらず、当該研究に係る契約が締結された日に解散することができる。
（構成員の住所及び名称）
第５条 共同体の構成員は、次のとおりとする。
○○県○○市○○町○○番地
○○株式会社
○○県○○市○○町○○番地
○○株式会社
○○県○○市○○町○○番地
○○株式会社
（代表者の名称）
第６条 共同体は、○○株式会社を代表者とする。
（代表者の権限）
第７条 共同体の代表者は、○○研究の履行に関し、共同体を代表して、国土交通省総合政策局及び監督官庁等と折衝する権限並びに自己の名義をもって契約金の請求、受領及び共同体に属する財産を管理する権限を有するものとする。
２ 構成員は、成果品（契約書に規定する指定部分に係る成果品及び部分引渡しに係る成果品を含む。）等について、契約日以降著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２章及び第３章に規定する著作者の権利が存続する間、当該権利に関し国土交通省総合政策局と折衝等を行う権限を、共同体の代表者である企業に委任するものとする。
なお、共同体の解散後、共同体の代表者である企業が破産又は解散した場合においては、当該権利に関し国土交通省総合政策局と折衝等を行う権限を、代表者である企業以外の構成員である一の企業に対し、その他の構成員である企業が委任するものとする。
（分担研究）
第８条 各構成員の○○研究の分担（以下「分担研究」という。）は、次のとおりとする。ただし、分担研究の一部につき契約内容の変更増減があったときは、それに応じて分担の変更があるものとする。
○○○○研究 ○○株式会社
○○○○研究 ○○株式会社
○○○○研究 ○○株式会社
２ 前項に規定する分担研究の価額（運営委員会で定める。）については、別に定めるところによるものとする。
（運営委員会）
第９条 共同体は、構成員全員をもって運営委員会を設け、○○研究の履行に当たるものとする。
（構成員の責任）
第10条 構成員は、運営委員会が決定した工程表によりそれぞれの分担研究の進捗を図り、契約の履行に関し連帯して責任を負うものとする。
（取引金融機関）
第11条 共同体の取引金融機関は、○○銀行○○店とし、代表者の名義により設けられた別口預金口座によって取引するものとする。
（構成員の必要経費の分配）
第12条 構成員はその分担研究を行うため、運営委員会の定めるところにより必要な経費の分配を受けるものとする。
（共通費用の分担）
第13条 ○○研究を行うにつき発注した共通の経費等については、分担研究額の割合により運営委員会において、各構成員の分担額を決定するものとする。
（構成員の相互間の責任の分担）
第14条 構成員がその分担研究に関し、国土交通省総合政策局及び第三者に与えた損害は、当該構成員がこれを負担するものとする。
２ 構成員が他の構成員に損害を与えた場合においては、その責任につき関係構成員が協議するものとする。
３ 前２項に規定する責任について協議が整わないときは、運営委員会の決定に従うものとする。
４ 前３項の規定は、いかなる意味においても第10条に規定する共同体の責任を免れるものではない。
（権利義務の譲渡の制限）
第15条 本協定書に基づく権利義務は、他人に譲渡することはできない。
（研究途中における構成員の脱退）
第16条 構成員は、共同体が○○研究を完了する日までは脱退することはできない。
（研究途中における構成員の破産又は解散に対する処置）
第17条 構成員のうちいずれかが研究途中において破産又は解散した場合においては、国土交通省総合政策局長の承認を得て、残存構成員が共同連帯して当該構成員の分担研究を完了するものとする。ただし、残存構成員のみでは適正な履行の確保が困難なときは、残存構成員全員及び国土交通省総合政策局長の承認を得て、新たな構成員を共同体に加入させ、当該構成員を加えた構成員が共同連帯して破産又は解散した構成員の分担研究を完了するものとする。
２ 前項の場合においては、第14 条第２項及び第３項の規定を準用する。
（解散後の瑕疵に対する構成員の責任）
第18条 共同体が解散した後においても、○○研究につき瑕疵があったときは、各構成員は共同連帯してその責に任ずるものとする。
（協定書に定めない事項）
第19条 この協定書に定めのない事項については、運営委員会において定めるものとする。
○○株式会社外○社は、上記のとおり○○共同研究体協定を締結したので、その証拠としてこの協定書○通を作成し、各通に構成員が記名捺印し、各自所持するものとする。
平成 年 月 日
○○共同研究体構成員　　　　　　

代表者 ○○株式会社　　　　　　　

代表取締役○ ○ ○ ○ 印
○○株式会社
代表取締役○ ○ ○ ○ 印
○○株式会社　　　

　代表取締役○ ○ ○ ○ 印
○　本記載要領では、企画提案書の様式と記載にあたっての注意事項等を紹介します。








複数の機関で研究を実施する場合は、その必要性が分かるように、各機関の役割分担を簡潔に記述してください。





研究代表者と各個別機関の研究実施体制及び当該機関の役割をフローチャートで分かりやすく作成してください。


【必須項目】


応募課題に関する事項


全体課題名


機関名及び研究代表者氏名


各個別機関（研究代表者所属機関を含みます）


個別課題名


機関名及び機関研究代表者氏名


研究分担者氏名及び研究内容


研究支援者氏名及び支援内容


※研究支援者とは、研究者以外の研究補助者、技能者および研究事務その他関係者をいう。





全体課題名


「・・・・・・に関する技術開発」


機関名及び研究代表者氏名


　○○○工業（株）　　○　○　○　○





個別課題名


「○○システムの開発」








機関研究代表者


　○○大学


　　　　　　××　××


研究分担者氏名及び研究内容


研究支援者氏名及び支援内容


・


・


・


・


・


・





個別課題名


「△△のモデル実験」


「○○システムの性能評価手法の確立」


機関研究代表者


○○研究所


△△　△△


研究分担者氏名及び研究内容


研究支援者氏名及び支援内容


・


・


・


・


・


・





個別課題名


「○○システムの解析手法の確立」





機関研究代表者


○○○工業（株）


　○○　○○


研究分担者氏名及び研究内容


研究支援者氏名及び支援内容


・


・


・


・


・


・





研究全体の流れが分かるようなフローチャートを作成してください。





○○システムの検討


○○大学（担当：　　）


△△工業（担当：　　）








△△の設計・試作


××研究所


（担当：　　）





××手法の検討


○○大学


（担当：　　）





解析ソフトの開発


××研究所


（担当：　　）





システムの総合評価


○○大学（担当：　　）


△△工業（担当：　　）


××研究所（担当：　　）





高性能化、軽量化の検討


○○大学


（担当：　　）





解析ソフトの改善





××研究所


（担当：　　）





実証実験及びデータ解析





△△工業㈱（担当：　　）


××研究所（担当：　　）





モデル実験


××研究所


（担当：　　）





簡易測定方法の検討


△△工業㈱


（担当：　　）





研究にかかる各費用について、記載してください。





エフォートは当該年度の研究者の全体時間を100％とし、当該研究業務に必要とする時間の配分率を記入して下さい。
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